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ステ エー デン に 於 ける Lepidopterologie の 現況 
Gegenwartiger Stand der Lepidopterologie in Schweden 


von Feruix BRyk (Riksmuseum zu Stockholrn) 


スエ ー デ ン に 訟 ける Lepidopterologie は 200 年 以上 
た に 及ぶ 部 心 な る 探究 の 歴史 を 有 し て いる . その 杜 石 と 
も いう べき は Carl Einnaeus (inné の ラテ ン 多 ) 
(1707 一 1778) 及び オラ ンダ 二 の Charles de Geer 
(1720 一 1778) の 二 人 で あぁ る. 前 者 は 比肩 する 人 も な 
き 分 類 胸 者 で あり , 後者 は Swammerdam 及び 
Reaumur の 如き 優秀 な る 生物 胸 者 で ある . スエ ー デ 
ン で の 精 区 文化 の 先 馴 者 た る この 傑出 せる 二 人 が が 第 18 
世紀 の 研究 分 野 を 指導 し , 大 多 敷 は 亜流 者 に 過ぎ な か 
つた が その 後 織 者 等 が 各 分 野 に 分 け 入 り そ の 精 を 角 
し つつ 研究 に 従事 し た の で ある . 

ス ェ エー デン の 鱗 元 目 幌 者 に と つて 中 格 と な る 明 忠 
會 が 2 つ あ る . その 1 つ は 1879 年 Stockholm に , 他 
の 1 つ は 1003 年 スエ テー デン 南部 の Lund に 創立 され 
た も の で ある . 鱗 贅 目 に 開 す る 研 究 業績 ほ は 主として そ 
れ ら 契 視 よ り 多 行 され る 雑誌 Entomologisk Tidskrift 
(Stockholm, 1880 年 創刊 ) 及び Opuscula Entomolo- 
gica(Lund, 1936 年 信 簡 ) に 所 載 され て いる . 又 Arkiv 
f. Zoologi (スト ッ ク ホ ル ュ 王立 科 月 胸 十 院 よ り 般 行 ) 
に に は 随所 に ょ り 大 き な 再 酸 討 下 い は 綴 説 的 論文 が 有 毅 表 
され て いる . ・ 

スエ ー デ ン の Lepidopterologie で は 王 と し て 自 図 
肉 の フ ア ウ ナ の 研究 に 重 鷺 が 置か れ て いる . し か し 
200 年 来 徹 諾 的 に 研究 され た 我 尋 の ファッ ナ に 於 て 多 
敷 の 新 事 走 の 可 見 と いう こと は 殆ど ど 詞 み 得 凡 故 , そ 
の 研究 範 装 は 疲 少 に し て 地方 的 な る も の に 限ら れ て で てい 
る . 其 の 結果 我 國 の 昆 紅 欧 震 誌 は 主として 基地 方 に 六 
する 鱗 下 且 の 目 菊 或いは 隣 普 地方 で は 既知 種 で ある が 
該 地 方 で は 未 記 鏡 種 で る る と いう が が 如き も の の 産地 の 
目 銭 等 で 占め られ て いる . 勿論 古来 熟知 の 敷 大 に つい 
て の 再 松 討 は 行わ れ て いる が その 中 で 特記 する に 値 す 
る の に Frithiof Nordstrom (1882 年 生れ ) 及び Per 
.Benander ( 小 直 枯 専 門 家 ) の も の で ある . 

スエ ー デ ン 閣 鱗 下 目 の 分 布 研究 に 着 する 規準 と し て 
は 航 國 昆 趣 有 者 の 長老 で あり 且つ 紀 正 界 多 方 面 の ( 特 
に 明 料 の) 信頼 すべ き 稚 察 者 た る Einar Wahlgren 
(1874 年 生れ ) 及び F. Nordstrom の 共著 に よる 
*Svenska Fjariler” (1942) が ある . その 挿 賠 は 績 符 


用 者 David Ljungdahl の 手 な る 優 益 な る も の で ある 
か, その 多く が 外 紅 活 蝶 星 を も と に し て 書か れ て いる 
の は 誠に 惜 な べき こと で あぁ る. この 事 走 を 知ら ぬ 外 國 
人 が それ ら の 彫 を ス ェ エー デン 族 の も の と し て 合 考 に す 
れ ば 容 名 に 大 な る 誤 衣 を 犯す わけ で ある . し か し この 
こと は , と くに 亜 種 と いう も の に 将 し て 適正 な る 理解 
を 有 せ ざる 者 が 多い と いう 事情 も 手 俺 つて ス ェ ー デン 
で は 修 0 意義 が 認め られ て いな い . し か ゃ 絵 種 と 亜 種 
ょ が 甚だ 展 々 混同 され て いる . Bryk が “Svenska 
Fjarilar ” に 賠 解 され た 鱗 契 目 の 中 少く と ぁ 蝶 剖 目 , 
スズ メガ 科 及 “Spinner ” の 全部 に 話し て その 産地 目 
録 を 公表 し た の は この 鉄 踊 を 補足 する 信 で あつ た . 
この 他 我 菩 の フ ア ッ ウナ の 研究 結果 と し て は 賞 詩 すべ 


i 


き 鱗 現 目 の 目 銚 が ある . それ は Nordstr6m に よる 
Catalogus Ins. Sueciae, I[. Macrolepidoptera 


(Lund, 1942) 及び Bsnander に よる 同 W. Micro- 
lepidoptera (Lund, 1946) で ある . 


スエ ー デ ン 族 鱗 次 目 の 猫 異 に 関し て は 最近 PBjGrn 
Petersen が 問題 を 取上げ 論じ て いる . 彼 の 契 位 論文 


“ 北 獣 三國 産 鯉 超 目 敷 種 の 地理 的 名 腎 "(Uppsala, 19 
47) で は ショ チョ ツ 科 及び タテ ハチ ョ マツ 科 の 敷 種 が 代 
夷 と し て 取扱 か われ て いる . し か し 著者 は 不 窒 に し て 
近似 種 る 知ら ず , まし て や 斑紋 形態 胸 $ 知 ら な い . と 
くに 後者 は ステ エー デン で は 未 世 振 の 分 野 で ある . 従 つ 
て 彼 の 研究 は 彼 の 論じ た 種類 の 例 鋭 を 完全 に 示し て い 
る ふも の で は に たい. 細々 東 ア ジア に 窒 了 する 極端 な る 目 種 
ssp. gu7Z7ana Bryk を 知ら ず し て Pieris napi (L.) 
の 班 攻 の こと が 論じ られ る も の だ ろう か . 

スエ ー デ ン で に 1927 年 Chr. Aurivillius が 死去 し て 
以来 Bryk (1882 年 生れ ) 以外 に 外 國 閉 鱗 契 目 を 取 上 
げ 研 究 し た 者 は 一 人 も 居 な い . Bryk は Ark. f. Zool. 
に ビル マ か ら の 鱗 贅 日 を 記載 し て いる . その 中 に に は 日 
本 に 衣 す る $ の $ 二 三種 含ま れ て いる ・ 記載 され た 多 
数 の 新 局 新種 の 中 で は 北 ビ ル マ 特 凌 の ヤマ マ ュ ガ 科 た 
ろ る zo0222226 malaiset (1944) の み を 特に ここ で 指 
摘 し て お きた い . 更に Bryk は 千島 (D. ent. Zeitschr. 
Iris, 1942) 及び 朝 江 の ファ ッ チ に つい て 縮 庶 的 研究 
も 行 つて いる . 何役 は 南米 に つい て ほこ れ ま で た だ 
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パタゴニア 地方 の フ ア ウ ナ を 入 表 し て い る が 更に 廣 範 
な アマ ゾン 地方 の ファ アウ ナ に つい て の 論文 が 目下 印刷 
中 で ある . 

暗 形 悪 の 分 野 で は Bryk の 論 女 “ 鱗 超 目 の 多 素性 に 
就 い て ” (Int. Kongr. Entom., 1948, 1950 年 EH 太 ) 及 
び 注 日 に 値する 論 計 “典型 的 な る 他 亜 科 の 徴 恋 を 有 す 
る 委 種 (Acraeinae) に 就 い て ”  (Z. Lepidopt., 1, 
p. 41-44, 1950) が ある . 

虹 の 移動 問題 に つい て は 貧 類 中 者 K. G. Wing- 
strand (Opuscula entom., XIV, p. 184), Bryk(Ent. 
tidskr., 1950, p.177-178), Nordstrom (同誌 1951, 
p.79-80) 等 の 報告 が ある . いつ づれ も Pieris brassicae 
に 関す る Bryk の 論文 ほ ス トッ ク ホ ルム 
海 の 鳥 が その ショ チョ ツウ に 従 つ て いる 如く 十 者 が 同一 
方 向 を と つて いた と いう 落 で 工 味 深い ゃ の で ある ・ 

形態 双 の 分 野 で は Bryk の 次 の 2 つの 論文 が ある ・ 
即ち “Parnassius 騰 の 或 る 種 で タイ プ と ば 著しく 異 る 
玉 紋 を 有する も の は 留 種 の 存在 の 前 提 と な る か "(Ent. 
tidskr., LXVI, 1945, p. 113-116) 及び “ウス バシ ジョ 
チョ ッ 科 の 斑紋 の 地理 的 及び 個 器 叱 負 異 ” (同誌 LXX, 
p. 230-234) で ある . 

KKjell Ehnbom の 懇 位 論 康 
の 頭 部 に 於 ける 中 丁 及 び 交 感 旨 経 際 及 び 詩 種 の 感 引 敵 
肝 究 ” は 純 解 章 忠 的 な も の で ある . 彼 は ほ 多 敷 
Nd と 於 て その 膳 を 細 肥 除 的 に 研究 
し 魚類 目 の 遼 を 4 型 に 分 類 し た ・ 即ち (1 ) カギ ぷ 科 
及び ト ガ リバ 科 は Tineoidea 共に - 最 も 近 終 で あり , 


も の で あろ る . 


“Neuropteroid Insects 


に 姜 -3 する 5 


その 分 狂 忠 的 位置 か ら 想 像 され る 如く Macrofrenatae 


(2) マダ ラガ 科 は Macrofrena- 
る が , それ に 近 継 の スカ シボ が ガ が 科 は Tine- 
(3) ボク トウ ツガ 科 及 び ュ コウ ツモ リガ が 


UIA ret で は な し 
tae 現に 


oidea で ある ろ る. 


科 は 共に Tineoidea 名 に 属す る . ND 
膳 形態 訪 に 闘 す る 限り 5 特殊 な 一 型 を 代表 す (4) 
蝶 凍 目 は 束 に 別 の 一 弄 に 属す る . 以上 の ょ よ Ne 
. て いる ・. 


富 員 の 皆様 へ 


次 中 は た だ し ヽ ま 印 操 I 中 で すか ら ま に る な < お 届け で きま す 
白水 隆 氏 の 新着 紹介 で W. 有 H. 
する 大 著 の くわ し い 誕 明 , 等 た 


白井 忠治 氏 の 開 西 賊 類 周 説 (1) 
Evans 氏 の セセリ チョ ウ 科 に 開 ] 
い へ ん 充 費 し て お り ま すか ら 復 期待 下さ い . 
劉 員 の 質 様 の 御 投 稿 を 待つ て お り ま す 
員 の 方 を え の た め の 雑 誌 に 
研究 の こ 3 ミ と が Ia し ど し お 和 審 せ くだ さい . 
載 し て 行き た いと 存じ ます -. 


この 會 報 を ほん と うに 
する た め に 。 分 布 斉 料 や 生態 資料 な ど 
短 報 の 欄 に 次 と 掲 


時 命名 法 上 の 又 歴 更 的 の 距 に 閥 し て は Linné 
命名 法 に 開 す る Bryk の 区 の 如き 論文 が 注目 され 
る . 即ち “Linne の 鱗 凌 目 に 唄 す る 命名 は 誠 秘 に 二名 
的 で ある か ” (Svenska Linnésallsk, Arsskrift, XX 
VII, 1944, 16p.), “Linn6 の 和 の 概念 "(Verhandl. des 
MM-ten Int. Kongress f. Entomol., stockholm, 19 
48, 4p.1950) 及び 何故 Linné の 名 が スエ ー デ ン 記 
cy の 2Ze に 探 用 され ね ば な ら ぬ みか "(Ent. tidskr., LXI, 
p.60-52, 1950) で ある . と くに 後者 は 國際 命名 規約 朗 


員 會 が 後に Cyril F. dos Passos の 提案 で 0 と 
いう 名 を け て 適用 する こと を 決定 し よう ょ 企画 し た 
と いう 落 で 現 引 の 問題 な 開 係 を 有 し て いる 


I 癌 曲 間 記 旧 の 最終 に 鱗 
翔 目 取 者 の 長老 に し て 剣 長 た る Karl Jordan は 來 る 
べき 革 國 昆 由 胸 會 は スト ッ ク ホ ルム に 於 て 芝 催 し た い 
と の 動議 を 提出 し た - a 
る 所 以 は 今日 何 其 の 精 御 に よ つ て 多 敷 の 史織 左 者 を 鞭 


沸 誤 無し て いる か の Carl von Linne に 刷 人 する 枚 意 の 
表明 で ある と 有 述べ た . 
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Bryk, Felix: Linné als praktischer Entormologe 
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証 : 本 論文 は は 編集 者 の 一 人 緒方 正美 の 要請 に より Fel- 


5:4 博士 より 和 送ら れ た も の で ある . (1952 年 10 月 
受領 ) 緒方 が 二 護 し た が 論文 は きわ め て 名 廊 の | 
イッ 文 で あり 茜 過 な i ゃ 多 か つ た の で 抹 谷 乱 弘 氏 に 
いろ いい ろ と 意 見 を お 開き し 誤り の な い よ う に つと N 
た . し か し 誤 護 が な いと Ru いか ら 不 審 に 思 
れる 部 分 が あれ ば 竹 昭 NN ヽ た い . 原稿 は 編集 部 で 
保管 し て いる か ら 価 時 で も その 部 分 を 原 女 で お 知ら せ 


する . 








1953 年 4 月 25 日 語 行 
定信 60 園 送料 8 財 
日 本 鱗 症 目 聖 信 
京都 市 下京 殿 油 小路 
備 光 寺下 と 徐 外 彦 方 
振 其 口 座 京都 15914 番 
電話 下 ③2565 番 


. 肉 容 は 


ーーーーー 


へ 則 


時 


1 





て ュー ニュー ュー 。 moc ニュ ニー ュー 





NII-Electronic Library Service 


